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スイス Zurich州Diel sdorfの G巴meindeDanikon 

における土地利用について

今井敏

1977年7月---11月末までの間の多くを，文部省在外研究員として，スイスのZlirich

大学で過す機会を得た。この時の研究課題の一つは新開地と!日開地における農業的土地利患の比

較研究であった。こりうち新開婚の農業的土地利用については，ニュージーランドにおけ

倒惑と既に報告。した。本構でi玄関搭の援史が古いスイス中部平原地域のZur i ch州Di e lsdorf 

のG倒神indeDani孟onにおげる土地利用を報告する。

l.地域の楳況

スイスのMittelland2)北東部に位置する Kanton3)Zurich(関1)は 11の行致監よ

ち成る。その一つであるDiel吋 orfには 22の Gemeinde が含まれている。 Gemeinde 

Dan ikonはこのDielsdorf{f-織成するGemeindeの一つであって， Z t1 r i ch 1'1'1の臨端部

し， Zurich市〈人口約 38万人・ 1977)の中心から 10Kmの閣内にある。

謁査地域 (Gemeinde Danikon)の位童

~ジュラ地方 ζ の地方の気候 4)を， Zur i ch (北緯470
芯~アルプス地方
にコ中央平原 23'・標高569m)について，
チ品目リッヒチ11

5}と比較すると次のようになる。年持*-童
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剛岡両
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はZuri chでは 1.136棚あって黒石(北

緯 40
0
361 ・標高印 m)よりも少なく，その

36婦が6--8月集中している。年平均気温

は8.5
0
Cで青森〈北緯400491 ・療高3.6m)  

m)よち豹 10C室まい。最懇J3( 1月〉の平

均銭滋は-l.10Cで深浦〈北緯紛0361 ・標

高40m) の1月の平均気温( 1.00C)と

ほぼ問じであり，最暖月(7月)の平均気温

は17.6
0
Cで腐曹の6月の平均気温(17.3 

。C)とほ志向じで為る。作物生育期間 (6

月--8月)の月平均気遣は15.9-.lC--17. 60 

OCの範間にあって，弘前〈北緯40038' • 

30 m)の 18.00C---24.4OCより幾分低

くなっている。しかし斌磁の年較差は 18.7 



。Cで深浦の 24.70C.弘前の 26.4oCよりも小谷い。調査対象地域周辺では顎馨な卓越風は吹か

ないが，西および南西の県が比較的多く， ζれが大西洋からの捜気をもたらし，また謹壌で乾燥

した高風がアノレプスを越えて吹いてくる。 ζのようえE気象条仲によって，中部平東地帯は夏に比

較的爵が多く，温暖な気候となるため，乙の関でiま意絞れた農業地警となっている。

図2 Furtbach周辺の地形
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臨2に示したようにGemeinde D~n ikon ~ま Li mma t JII (J)支流のFurtbachの左岸に

位議する。甫部には東西方向のAlt泌 rg山地があり，北部には低混地・援額斜地を距てて関じ

く東語方向のLangern山地〈最高点は摸高部6m)がある。 ζの狭いFurttalはWurm氷

嬬には氷におおばれたため，その痕誌がOtelfingen付近などでみられるDrumlinや汚谷

中央部にみられる濯地などとなっている叱また関中の矢印法語氷期の流水方向を示したもので

ある。 Gemei nde Dan i註onの誌域内では，山腹斜面の風化による岩肩.sol ifluction 

堆積物・部分的氷河性堆積物による円錐丘などが観察されるがはっざりしたDrumlinは立

く，北部は湿地;こなっている。とのような地悪影或条件にあるた診，農耕地の表題にiま氷河性

喪角喋の散在することが多く，恵まれた土壌条件にあるとは去いがたい。

との地方は 16，...... 18世紀にかけて主としてグ Fahrゲおよび 11Wet t ingen 11 Kl os terに購

し7). Gemeinde Danikonは前者弘北方に位龍するGemindeBoppelsenは後者の，

それぞれ支配下にあった。その後五!osterの土地は様々の方法で売却され，錨入所有地および

公有地になって現在に至っている。上記問Gemeindeで対照的なのは山訴の所有形態で，

q，
耐



図3 1949年の土地利用概略図 (g.z. Furre r (1949)より作成)
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図4 1977年における土地利用(1977.7.28.29調査)
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国5 1949年に対する 1977年における士地利用の変化とA農家の所有耕地の分布
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Dani註onで詰山林が殆んど個人の所有地に分割されているが，日oppelsen では個人所脊地

は少なく公有地が多くなっている。

2. 土地利男

Gemeinde Danikonにおける上地利用者 1949年むと 1977年引について示したのが図3・

4であり， 1949部に対し 1977年ιおける変化告示したのが密 5である。

ζのGemeindeにおける農用地は，低地部が標高 425mであり，甫部の緩傾斜地部では，

の草地書官安除き，ほば標蕗475m付近までとなっている。 1949年と 1977年における土地利男

の変化を概観すると，耕境の外延的拡大は南東部の草地で観察され，潰勝部分よりも増加部分が

大となっている(国5)。 ζの雨時期における内包的変化として注目されるのは， 1977年にお

ける非農業的土地利j用〈金宅地〉の拡大であって， 1949年の約3倍となった。図 3・4から分

るように，農家はGemeindeの中央部分に集中し，非議家はその潤辺地区に分散しているが，

1977年の現地調査で法 Gemeinde 中央部局辺地じまでのアパ…トの建設と，山地に近くやや

突き出た台地部潤辺における個人住宅の建設が特徴的で、あった。

関3は1949年の農用地劫を示したものであるが，その詳細を明らかにすることはできなかっ

た。しかし 1947年の資料却によ札ば， 25戸のうち穀物栽培農家は22戸であって，全耕

地面積 54haのうち麦類(弱者)とトウモ口コシ(26舜〉で 76手るを占めている。
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図4は1977年の士地利用を現地調査によって一筆絡に明らかにしたものであるが，大別する

と，住宅跡守9ヲ5・草地および放牧地約出張・耕地〈休閑地を含む)約 58婦であった。さらに

耕地の内訳を作物別にみると，麦類 45舜・トウモロコシ 14券・じゃカ丸、も 10ヲ8・てIuざい 12

守番・野菜9労・なたね 4ヲ8・f本閑地 6ヲるとなる。統計資料により 1975年の現況12)でみると，護家

数 12戸・耕地面積約70ha.草地および放牧蝋守 52haとなっている。また耕地面積のう

どの穀物が42ha ( 60労)を占めている。

1949年と 1977年を比較すると，農家数が半分以下〈必需)に減少し耕地の増加(1. 3培)

が額著になっている。そこで 1975年の資料13)によって ]2Pの農家を規模別にみると， 1........ 5 ha 

が5戸。 5--.... 10 haが1日・ 10--却 ha1J{9戸・ 20--.... 50が1同となっていて， 10-20 haが多

数寄占めていることが分る。

1977年の調査時には農家〈専業・第一種兼業〉数が 11戸となっていた。この 11戸の農家のう

ち， 1911年に現在地に家を廷?とて岩住するようになり，平均的経営規模を持つA農家の所有耕地

地の分布を図 5に示した。これから分るように，このGemeindeではまだ耕地整理がなされて

いないため，所有耕地が約 10ケ所に分散しているのが特徴的に観察され， 隣接のGemeinde

にもその所有耕地が認められる。このA農家は，主人夫妻と 2入の子供〈成人男子)の家族構成

で，小麦 230a ・裸麦 140a .大変45a .トウモ口コシ 110a .なたね 80a .じゃがいも 70a

-てんざい 70aの計 754aの耕地と 350aの採草地を持ち，乳牛4頭・存牛 2頭のほか若干の家

畜を麟育する平均的な混合操業形態をとっていた。

3. 結び

以上述べてきたように， G eme inde Dan ikenでは， 1949年に対し 1977年における耕地

の増加は 3ヲるよことどまっている。農家が中央部に集まり，各吉の耕地へ通う形態安とっているが，

所有耕地が細分化さ札，分散しているため，勢率的な農作業には問題が残されている。

農家数が 1977年には 1947年の半分以下に球少して 11 となり，経営規模はめ--....20 ha暑が

過半数を占める現状であるが， 1 hal:;J，下の第2種兼業農家も 3戸〈日戸以外に)みられた。 ζ

のにとは近年Zむich市の人口増加に仲ない， ζζにも喝地fとの波が着実に波及している乙と

と併せて考穣されねばならない問題であり，また在来のGemeindeの特色が失なわれつ Lある

という ζ とも見逃し得ないζ とである。

各農家の所容耕地が， A農家でみたように，被雑に分布し，細分化さ札ている状況恐図 3で示

したが，悶 2'こ示した湿地部分は，土地割が大まかであり〈国3)，排水溝の整犠などによって耕

地イじされた時期が比較的新しいと考えられる。

水汚f生堆積物が顕著にみられる土壌条持下で、耕作するため，麦類と鱈幸村乍物を主体としながら，

適宜休隣地とする輪待体系をとって地力の回穫に努めるほか，農家の鹿先では耕地に選元する堆
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肥の造成に力を入れている。ほとんど本有地として分割さ机ている山地の林野には，家畜が放牧

されており， Geme inde全体としては混合農業の形態をとっている。耕地の利用にあたって拭

土地袋件によりその取り扱いを変えるのではなく，その地方の維持・増進に勢めることにより

対応している。

ζのようなGemeinde Danikon における土地利用は，筆者が新開地における土地利用の

事例として報告した，ニュージーランド Canterbury平野14)の場合とは非常に異なるもので

あった。尚， ζのGemeindeと相対するGemeinde Boppelsen (図 2)ιついても，筆

者は，調蒼を実施したが，再Gemeindeの土地利用の比較考察法どについては別の拶会とした

し王。

社記小論を終るにさ当たり， しての滞在を快諾され，現地調査に際して格出

な御言2M響、を賜わった，故註ans Boesch教授(Z ur i ch大学地理学教室〉に深く感謝すると

ともに衷心より謀悼の意を表するものである。
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